
令和7年度自己点検自己評価（令和7年4月1日～令和8年3月31日）による

自己評価 評　価

適切に対応・・・4　　　
　　　　　　ほぼ適切に
対応…3　　　　やや不

適切…2
    不適切…1

適切に対応・・・4　　　　　
　　　　ほぼ適切に対応…
3　　　　 やや不適切…2

    不適切…1

1-1
理念・目的・育成人材像は定められているか

1-2
育成人材像は専門分野に関連する業界等の
人材ニーズに適合しているか

1-3
理念等の達成に向け特色ある教育活動に取
組んでいるか

1-4
社会のニーズ等を踏まえた将来構想を抱いて
いるか

2-1
理念に沿った運営方針を定めているか

3-1
理念等を達成するための事業計画を定めて
いるか

4-1
設置法人は組織運営を適切に行っているか

4-2
学校運営のための組織を整備しているか

5-1
人事・給与に関する制度を整備しているか

6-1
意思決定システムを整備しているか

7-1
情報システム化に取組み、業務の効率化を図
っているか

・返事,挨拶があまりできていない学生がいたため、卒業生として少し残
念に感じた。
・来日される方が増加する中、ホテル専修学校生として、国際的感性を
少しでも挙げる為、海外からの語学教師を多く招く、又、座学ではない英
会話力を上げる授業を強化して、一般大学（外語科）卒とは違う専修学
校卒の魅力としてホテル英会話の専門性を上げる必要性を感じる。
・理念は素晴らしいと思う。
・目的は分かりやすく適切だと思う。
・運営部長の補足説明がとても分かりやすかった。
・全82校とういう表記も必要だと感じる。
・実学教育・人間教育国際教育を教育理念の柱とし、業界の求める人材
ニーズに応じた産学連携教育を強化している。企業プロジェクトを中心と
した実践的学習により、学生は高度な専門性と即戦力を身につけている
。また、教育課程編成委員会を通じて産業界の意見を継続的に取り入
れ、教育内容の改善と教育の向上を図っている。新規格企業の開拓や
国際教育の強化も進み、グローバルに活躍できる人材像が明確に具現
化されている点が高く評価できる。

・グループの理念に基づき5年後を見据えた事業計画を策定し、理事会
の承認を得て計画的な学校運営を進めている。職責内容の明確化や働
き方改革、定期的な会議・委員会の実施により、組織としての意思決定
と業務遂行の質が向上している。また、情報の一元化や7つの視点によ
る組織運営を取り入れ、教職研修を通じて教育力と組織の強化を図って
いる。これらの取り組みは、持続可能で透明性の高い学校運営として評
価できる。
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学校法人　滋慶学園　福岡ホテル・ウェディング＆製菓調理専門学校　学校関係者評価委員会　会議資料
【令和8年5月27日実施】

特記事項（特徴･特色･特殊な事情等）点検・評価項目 点検・評価項目総括 学校関係者評価委員よりの御意見大項目

学校関係者評価委員氏名　【　　　　　　　　　　　　　】
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【1-1-1】
滋慶学園グループ・福岡ホテル・ウェディング＆製菓調理専門学校としての理念・
目的育成人材像はしっかり定められている。

【1-1-2】
業界に求められる人材育成の為に、開校以来、様々な業界と産学連携教育を実施
。業界で求められる技術・知識など「実学教育」また、あいさつやコミュニケーション
力、社会で職業人になる為に必要な身構え・気構え・心構えを身に付ける「人間教
育」、国際的な感性を養う「国際教育」を実践し業界等の人材ニーズに適合させて
いる。

【1-1-3】
産学連携企業プロジェクトとして企業から課題を頂き考えプレゼンテーションし新し
い価値・商品を創造する教育、また実際に接客などの実体験として学べる教育に
取り組んでいる。

【1-1-4】
海外から日本への旅行者も急増し、ますます「食」「ホスピタリティ」産業の活性化
が進行している現状。また、九州への外資系ホテル、企業進出や人材が必要にな
る分野が多く見受けられる。就職はもちろん、開業など若い力が益々必要となる未
来に、教育力向上に務めるとともに、新しい企業ともつながっていく視点を大切に
する。
卒後、日本で働くだけでなく、海外への視点を持てるように国際教育の強化もはか
る。

「学校法人滋慶学園グループ」
昭和５１年の創立以来、「職業人教育を通して社会に貢献する」
ことをミッションに掲げ、全国に専門学校・教育機関を設置し、
業界で即戦力となる人材育成のため、建学時から変わらない
「３つの理念」（実学教育、人間教育、国際教育）と「４つの信頼」
（業界からの信頼、高校の先生からの信頼、学生・保護者からの信頼、
地域からの信頼）を実践することで、理想の教育を目指す。

「実学教育」
スペシャリストが求められる時代に即し、業界に直結した専門学校
として、即戦力となる知識技術を教授する。一人一人の個性を活かし、
それぞれの業界で力が発揮できるように構築された『滋慶学園グループ
独自の教育システム』。

「人間教育」
開校以来、『今日も笑顔で挨拶を』を標語に掲げ、他人への思いやりの
気持ちやコミュニケーション能力、リーダーシップがとれる対人スキル
等を身につけ、同時にプロ・社会人としての身構え、心構え・気構えを
養成する。

「国際教育」
コミュニケーション言語としての英語を身につけるだけでなく、
日本人としてのアイデンティティを確立した上で、広い視野でモノ
を捉える国際的感性を養う。
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【2-2-1】
運営方針は、滋慶学園の理念に沿って定めている。

【2-3-1】
理念等を達成するために5年後を見据えた年度毎の事業計画を定めている。

【2-4-1】
本校の運営方針や収支予算・決算などは滋慶学園の理事会において承認を受け
適切に運営を行っている。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【2-4-2】
人員構成、組織図、職務分掌を毎年の事業計画の中に作成し、役職毎の職責内
容や職務権限を明確にしている。また滋慶学園グループの中期・短期の事業計画
に沿って採用を行い、定期的にJESC（滋慶教育科学研究所）によるFD研修やグル
ープ・学校主催の様々な人材育成のための研修を行っている。

【2-5-1】
人事・給与に関しては法人総務部と滋慶サービスで制度を確立しており、人事デー
タバンクシステムや勤怠管理システムなどを活用しながら働き方改革にも取り組ん
でいる。

【2-6-1】
意思決定システムはプロセスに応じた会議・決裁者・最終決裁者を設定している。
様々な目的により会議や委員会などを定期的に実施し滋慶学園グループの方針
の確認・共有や企画立案、状況報告、連絡相談の場を設けている。

【2-7-1】
情報システム化について、滋慶学園業務システムを構築し、一人ひとりの学生が
学園の資料請求から入学、在学中の出欠管理、カウンセリング内容、就職までの
情報を一元化している。総務・経理では勤怠管理システムや予算管理システムを
導入し業務の効率化を図っている。 

■事業計画書の内容は以下の通り
　　Ⅰ．組織の目的
　　Ⅱ．組織の運営
(１) 計画体系
１． 運営方針
２． 目標（定量的目標、定性的目標）
３． 実行方針
４． 実行計画
① 組織図、② 人員構成、③ 職務分掌、④ 働き方改革、⑤ 研修計画、⑥ 
広報計画、⑦ 年間スケジュール
（２）仕組みとルール
１．業務決済
２．コミュニケーション、会議、委員会
３．評価・編成委員会
　　Ⅱ．５年後の将来、学科・コースのイノベーション、新規事業
　　自己点検・自己評価
　更に単年から5年後の収支予算書を持って事業計画書としている。　　　　　　　
　　　　　　

本校における事業計画は、広報・教務・就職など、学校における全ての部署に
ついて立案され、コンセンサスを取る為、全ての部署が同じ方針・同じ考え方を
もって、全スタッフ協力の下、目標達成に向けて学校運営がなされる。
朝礼時に、滋慶学園グループの理念を明文化した「滋慶語録」の読み合わせを
行うとともに、マネージャーによる解説を加え、理念の周知徹底に取り組み、理
念に沿った適切な組織運営を図っている。
【滋慶学園７つの視点】
①攻めと守りの視点                                                                                                                
②グローバルな視点                                                                                         
③一人ひとりを見てゆく視点                                                                                     
④企業・業界・社会を見てゆく視点                                                                                       
⑤事業運営力を持つ視点                                                                                       
⑥スタッフが成長していく視点                                                                                     
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令和7年度自己点検自己評価（令和7年4月1日～令和8年3月31日）による

自己評価 評　価

適切に対応・・・4　　　
　　　　　　ほぼ適切に
対応…3　　　　やや不

適切…2
    不適切…1

適切に対応・・・4　　　　　
　　　　ほぼ適切に対応…
3　　　　 やや不適切…2

    不適切…1

学校法人　滋慶学園　福岡ホテル・ウェディング＆製菓調理専門学校　学校関係者評価委員会　会議資料
【令和8年5月27日実施】

特記事項（特徴･特色･特殊な事情等）点検・評価項目 点検・評価項目総括 学校関係者評価委員よりの御意見大項目

学校関係者評価委員氏名　【　　　　　　　　　　　　　】

8-1
理念等に沿った教育課程の編成方針、実施
方針を定めているか

8-2
学科毎の修業年限に応じた教育到達レベル
を明確にしているか

9-1
教育目的・目標に沿った教育課程を編成して
いるか

9-2
教育課程について、外部の意見を反映してい
るか

9-3
キャリア教育を実施しているか

9-4
授業評価を実施しているか

10-1
成績評価・修了認定基準を明確化し、適切に
運用しているか

10-2
作品及び技術等の発表における成果を把握
しているか

11-1
目標とする資格・免許は、教育課程上で、明
確に位置づけているか

11-2
資格・免許取得の指導体制はあるか

12-1
資格・要件を備えた教員を確保しているか

12-2
教員の資質向上への取組みを行っているか

12-3
教員の組織体制を整備しているか

13-1
就職率の向上が図られているか

【4-13-1】
就職希望者全員の第一専門職への就職を目標とする。その為に、担任とｷｬﾘｱｾﾝ
ﾀｰｽﾀｯﾌが学生の就職活動状況を詳細に把握し、ひとり一人に対応した就職支援
を行うと共に、就職セミナーなどの支援イベントを実施している。また、開校以来､ｷ
ｬﾘｱｾﾝﾀｰで全ての情報を管理している｡                                                                                                

本校では第一専門就職率１００％を達成するため、キャリアセンターを中
心に、就職情報の管理等のシステムを構築している。
また就職支援のためサクセスナビシステムで姉妹校との情報共有や合
同企業説明会などでグループ力を活かしたサポートを行っている。
単独企業説明会面接会で学内選考できる機会の誘致を強化させている
。

14-1
資格・免許の取得率の向上が図られているか

【4-14-1】
担任や講師による日頃からの細やかなサポート及び試験対策などの学習支援を
行い、資格合格率向上への取り組みを計画的に実施している。

15-1
卒業生の社会的評価を把握しているか

【4-15-1】
産学連携教育の実践により授業や特別講義、企業プロジェクトを通して業界の方
々や卒業生から就職の状況把握をしている。また、定期的な企業訪問を重ね卒業
生の活躍を把握し、社会的評価を把握するようにしている。

・様々な仕事に就くことを考えると実学教育はもちろんのこと、「キャリア
教育」の重要視が大事と考える。
・学生一人一人に寄り添った支援をこれからもお願いしたい。
・学校内の行事が年々減っていると聞いている。自らでコンセプトうメニュ
ーを考える機会や成長を実感できる時間、職に関わりたいと思った根本
を知ることができる時間をもっと増やしてほしい。
・各業界スペシャリストを多く教員として招いている学校は市内でも当校
のみ。各現場と学校の温度差が出ない為の方針は素晴らしいと思う。
・教育課程編集方針と実施方針に基づき教育達成レベルを明確化し、業
界のニーズを的確にとらえながら教育内容のイノベーションを進めている
。キャリア教育の充実、授業評価と基準の明確化、学生フォローの強化
により、学習成果の質が高まっている。また、企業から高い評価を得る
実践的教育や、資格・免許取得に向けた指導体制、現役で活躍する講
師陣による授業が専門性の向上に寄与している。さらに、教職員研修や
授業改善の取り組みを継続することで、教育力の向上が図られており、
教育活動全体が理念に沿って効果的に機能的に機能している点が評価
できる。

・資格取得率や就職率など成果数値が見られないのは残念。
・学校側と卒業生の関係の良さは身をもって感じている。ありがとうござ
います。
・卒業生のアフターケア、特別講義の実勢は素晴らしいので是非継続し
ていただきたい。
・具体的な数値が不明なので達成できているのかが知りたい。
・卒業生向けの授業や、卒業生の講義はとても素晴らしいと思う。
・学生の進路実現に向けた就職支援と各種セミナーの実績により、キャ
リア形成を強化に後押ししている。学習支援の充実や卒業生向け特別
講義の提供によって、在校生・卒業生双方の成長を支える体制が整って
いる。また、資格取得に向けた指導の強化により、資格合格率が微増す
るなど成果が着実に表れており、教育活動が学生の能力向上に結びつ
いている点が評価できる。
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令和7年は同窓会の代わりに卒業生向けの特別講義を開催し、学び
とともに卒業生の現状を把握し、リサーチしている

資格取得は毎年合格率向上のために講師の先生方とミーティングを
行い
合格率は微増ながら上がっております

【3-8-1】
「職業人教育を通して社会に貢献する」という滋慶学園グループのミッションの下、建学の
理念である「実学教育」「人間教育」「国際教育」に基づいて教育課程編成方針・実施方針を
定め、教育を行っている。

【3-8-2】
学科ごとに教育到達レベルを明確に設定し、学生便覧及び教育指導要領に記載するととも
に、HPにもアップしている。加えて、すべての科目のシラバスをHPにて公開している。

【3-9-1】
滋慶学園グループ五カ年計画の下作成する学校全体の事業計画に基づいて、教務部とし
ての事業計画を立案し、養成目的と到達目標を明確にし、それに沿った教育課程を編成し
、計画的に教育を行っている。

【3-9-2】
業界のプロである講師からの情報や企業訪問で得た情報、就職先からの情報はもちろん、
年２回開催している教育課程編成委員会等を最大限活用して、業界のニーズを的確に捉え
、その変化に対応して養成目的や教育目標、カリキュラムの改善を常に実施し、イノベーシ
ョンを図っている。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【3-9-3】
実学教育として技術・知識を身に付ける「専門職業教育」に加え、人間教育として職業観・
勤労観や仕事に対する身構え・気構え・心構えを身に付ける「キャリア教育」双方を兼ね備
えた教育を行っている。このキャリア教育は、授業、実習、就職、イベント、生活指導などあ
らゆる機会を捉えて実施している。

【3-9-4】
前期終わり、後期終わり年間２回、学生に授業アンケートを実施し、授業評価を行いながら
学生の授業に対する満足度の把握・向上に努めている。 
                                                                                                        　　　　　
【3-10-1】
成績評価、進級・卒業認定基準は学則で明確に決められており、学生便覧及び教育指導
要領に記載。学生、教職員、講師に周知徹底している。そして、進級判定会議や卒業判定
会議を通して適切に運営されている。

【3-10-2】
若きクリエーター展において学生の販売実習・研究課題や企業プロジェクトの発表、JESC
奨励賞審査会を開催し年度毎に行ったプロジェクトを企業様にプレゼンテーションし評価い
ただいている。

【3-11-1/3-11-2】
目標とする資格・免許は教育課程上で明確に位置づけられており、同時に指導体制も設け
ている。学校パンフレット、学生便覧、教育指導要領等に明記し、学生・教職員・講師に周
知している。

【3-12-1】
担任には業界経験者もおり、またそれぞれの業界で現役で活躍する講師が在籍している。

【3-12-2/3-12-3】
教職員の資質向上の取り組みとして、ＪＥＳＣ（滋慶教育科学研究所）主催のＦＤ（ファカルテ
ィディベロップメント）研修やカウンセリング研修を行っている。学校長・副校長の監督のもと
、教務部長を中心に各専攻一人以上の責任者を配置している。
　                                                                                                          　　　　　

教育理念でもある、「実学教育・人間教育・国際教育」を基に、
「学生・保護者からの信頼」「高等学校からの信頼」「業界からの信頼」「地域か
らの信頼」4つの信頼に努め学校運営を行っている。

滋慶学園グループは、全職員の目標として
　　１．専門就職率　　１００％　（就職者／専門分野就職者）
　　２．退学率　　　　　　０％　（入学者は全員卒業してもらう）
を掲げ、その達成のために構築した２つの重要なシステムを構築している。

■入学前の自己発見→自己変革→自己確立という、自己３段階教育と、動機
づけ・目的意識づけプログラム。
入学前からの一貫した育成システムと目的意識をもって取り組むプログラムの
組み合わせにより、モチベーション向上を果たしている。

■即戦力としての実践的技術・知識、ビジネスマインド等を身につけるための教
育システム「産学連携」である。

　①企業プロジェクト　②ダブルメジャー・カリキュラム　③業界研修
　④海外実学研修　　　⑤特別ゼミ　　　⑥特別講義

教職員の授業改善におけるFD研修をグループ全体で取り入れ、
教員の専門性を向上させる努力をしている。
成績評価・単位基準に関しても年度ごとに見直しをしながらより的確な評価が出
来るようにしている。
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令和7年度自己点検自己評価（令和7年4月1日～令和8年3月31日）による

自己評価 評　価

適切に対応・・・4　　　
　　　　　　ほぼ適切に
対応…3　　　　やや不

適切…2
    不適切…1

適切に対応・・・4　　　　　
　　　　ほぼ適切に対応…
3　　　　 やや不適切…2

    不適切…1

学校法人　滋慶学園　福岡ホテル・ウェディング＆製菓調理専門学校　学校関係者評価委員会　会議資料
【令和8年5月27日実施】

特記事項（特徴･特色･特殊な事情等）点検・評価項目 点検・評価項目総括 学校関係者評価委員よりの御意見大項目

学校関係者評価委員氏名　【　　　　　　　　　　　　　】

16-1
就職等進路に関する支援組織体制を整備し
ているか

17-1
退学率の低減が図られているか

18-1
学生相談に関する体制を整備しているか

18-2
留学生に対する相談体制を整備しているか

19-1
学生の経済的側面に対する支援体制を整備
しているか

19-2
学生の健康管理を行う体制を整備しているか

19-3
学生寮の設置など生活環境支援体制を整備
しているか

19-4
課外活動に対する支援体制を整備しているか

20-1
保護者との連携体制を構築しているか

21-1
卒業生への支援体制を整備しているか

21-2
産学連携による卒業後の再教育プログラムの
開発・実施に取組んでいるか

21-3
社会人のニーズを踏まえた教育環境を整備し
ているか

22-1
教育上の必要性に十分対応した施設・設備・
教育用具等を整備しているか

23-1
学外実習、インターンシップ、海外研修等の実
施体制を整備しているか

24-1
防災に対する組織体制を整備し、適切に運用
しているか

24-2
学内における安全管理体制を整備し、適切に
運用しているか 

・退学者ゼロに対する目標達成は未達成だが、目標に対して工夫や課
程が伝わってくる。
・入学前の学習環境が多彩だと思うので、在学中から卒業までのサポー
トは担任の負担が大変だと思う。JTSCへの繋ぎ、卒業後のレベルアップ
セミナー等、他校では見ない細やかな取り組みかと思うので、保護者の
安心材料だと感じる。環境、感情が不安定な学生も増加しているため、
退学率低減が今後の課題。
・実際の学生ニーズに応えているかが不明。
・通信制高校卒の学生が辞めやすいのか。
・合格点に言っていると思うが、目標未達成の場合は仕方ないと思う。
・個別指導と担任制度を中心に、一人ひとりの学生に寄り添う支援体制
を整えている。留学生には専任担当を配置し、奨学金制度や健康診断、
専用寮の提供など、生活面を含めた総合的なサポ―トが充実している。
さらに、クラブ活動の推進や保護者との連絡・連携を重視し、学生の成
長を多方面から支える環境が構築されている。4年に1回の同窓会開催
により、卒業後も継続的なつながりを維持し、コミュニティ形成に寄与して
いる点も評価できる。

・今の時代、誰にも安全・安心が大事だと思う。しっかり体制の強化をお
願いしたい。
・施設設備は整っている。
・昨今の天候変動に沿った防災意識が良い。
・シンガポールでホスピタリティを学ぶとのことだが、シンガポールで学ぶ
必要があるのか。
・学外学習、インターンシップは企業側に有効であれば良いと思う。
・最新の機材を備えた学習環境を整え、学外実習やインターンシップを
通じて実践力を高める教育体制が確率している。
・最新の機材を備えた学習環境を整え、学外実習やインターンシップを
通じて実践力を高める教育体制が確立している。特に、シンガポールで
の海外研修は国際的視野を育む機会として高く評価できる。また、年2回
の避難誘導訓練や安全講習の実施により、安全で安心して学べる環境
が維持されている。インターンシップから多くの内定につながっている点
は、教育環境とキャリア支援が効果的に連動している証であり、教育成
果にも直結している。

3.13

【5-16-1】
専門分野での就職を第一に考え、就職の専門部署であるキャリアセンターを設け、
専門スタッフが個別指導から就職イベント開催まであらゆる就職支援を行っている
。また、インターネットによる求人アクセスや情報のメールやチャットで送信、情報、
ノウハウ体制の確立を行っている。

【5-17-1】
本校は担任制度を引いており、担任を中心に実習サポートや個別面談等を駆使し
て一人ひとりの学生に対して細やかな支援を行っている。また、退学理由の分析
や退学防止対策、成功事例などについて研修や勉強会を随時実施し担任力の向
上を図ると共に、滋慶学園グループ独自の支援機関や支援制度を活用して退学率
の低減に努めている。

【5-18-1／5-18-2】
学生の相談については、基本的には担任が行うが、担任にも相談できないと考え
る悩みはJTSC（滋慶トータルサポートセンター）という部署を設け、その解決にあた
っている。留学生に対しては、担当を設け、在籍管理や生活指導を行っている。

【5-19-1】
学生支援機構の奨学金のほか、学園グループ独自の奨学金として、「滋慶奨学金
」を用意している、また「学費サポートプランのご案内」の冊子を作成すると共に、分
納や延納などすべての経済的支援ができるように努めると同時にデータの管理も
コンピュータ管理できている。

【5-19-2】
健康診断の他に、健康面をサポートする目的で学校グループで慶生会クリニックと
いう歯科、内科の２診療科目のクリニックを運営している。

【5-19-3】
グループ企業のジケイスペース㈱により、専用寮を運営・管理しており、学生指導
をはじめ、利用状況や充足数などの情報も明確になっている。

【5-19-4】
福岡の姉妹校合同でクラブ活動に取り組んでおり、予算管理から引率や大会への
参加や年間の成績管理などクラブ活動担当者により行われている。

【5-20-1】
保護者から大切なお子様を預かって育てているということを忘れず意識し、保護者
への連絡と連携が重要である。本校では、４つの信頼というコンセプトを掲げてい
るが、「学生・保護者の信頼」として、保護者の信頼を得ることもその１つであり、そ
のためには適切な連携をとることが重要である。

【5-21-1】
学校の評価は、卒業生が業界で活躍することに直結するため、まずは卒業生の卒
後動向をしっかりと管理できる体制が必要である。そのための同窓会組織を作り、
4年に1回同窓会総会を実施して情報収集や卒業生間の交流を図っている。

【5-21-2】
卒業生に対する支援としては、卒業生向けの特別講義を業界の講師に来てもらい
実施している　

【5-21-3】
社会環境の変化に応じて、常に学科、コース、教育内容等のイノベーションを図り、
社会のニーズを踏まえた教育環境を整えている。

【退学率の低減】
2025年度進級生ＤＯ数は、食健康テクノロジー科6/84（7.1％）農芸テクノ
ロジー科0/6(0%)ホスピタリティマネジメント科3/30(10%)　ホスピタリティビ
ジネス科0/14(0%)合計9/133（6.8％）のＤＯ率であり、目標5.3％を達成す
ることができませんでした。
DOの内訳は、進路変更、精神的な問題、経済的問題他に妊娠や友人間
の問題などです。
JTSCに紹介して対応していただいて救われた学生も増えております。そ
れでも解決出来なかった学生がおり、学生の特性も以前とかなり変わっ
ており担任の負担がさらに大きくなっています。
【就職等進路】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　企業を校内へ招聘する「合同企業
説明会」「単独企業説明会」や等の就職イベントを開催。
また、業界研修指導まで、学生の為のあらゆる支援として、キャリアセン
ターが独自の活動を行っている。

【学生相談】
平成24年度から滋慶学園福岡6校で統一で運営し、滋慶トータルサポー
トセンター福岡として運営を行っている。ここは専用の場所を学校とは別
の場所に設け、相談しやすい環境を整えている。また自習スペースもここ
に設けて、学校に来れないような学生が、ここで学習することが出来る環
境を整えている。また法にのっとり、必要であれば合理的配慮も行ってい
る。

【経済支援】
日本学生支援機構の奨学金紹介のみならず、高等教育の修学支援制度
、学園としての滋慶奨学金を用意している。また、災害支援策も行ってお
り学費減免措置を実施。

【健康管理】
慶生会クリニックは、学生であれば診療料は、学生の健康管理費から負
担されるため、何度でも安心して受診することができる。

【課外活動】
姉妹校連携クラブ活動だけでなく、学生発案による同好会も発足しており
、活発に活動している同好会も多くある。

【生活環境支援】
初めての一人暮らし、寮生活で分からないことも出てくるため、
その都度のサポートや、アルバイト情報の提供等行っている。

【保護者との連携】
担任は日頃から学生だけではなく、保護者とも連絡をとるように心がけて
います。また、保護者会、三者面談等も実施し、常に保護者と適切な連
携をとることを重要と考えている。今後は入学前からの連携も必要と考え
る。このようなことが、退学率の低減に結びついていると考えている。

【卒業生・社会人】
就職後の状況確認を行い、奨学金返還のサポートや再就職のサポート
を実施している。また、全国の求人を姉妹校と連携していますので、広い
視野での転職サポートも可能です。

3.94

【6-22-1】
施設、設備は、業界の実情に合わせたものと、最新の機材を取り入れて、授業使用におい
て学生に充分に用意されており、不足があれば毎年の設備計画の中で充足が計られてい
る。また、設備点検や補修なども、サポート企業と密接に提携した上で、毎年必要に応じた
整備がなされており、そのための予算の確保も長期的な計画をたてて問題なく運営されて
いる。

【6-23-1】
学外実習、インターンシップ、海外研修は充分な体制をひいており、学生への案内も周知徹
底し、研修後の教育効果の確認も出来ている。
また、それぞれの業界のプロとして、現場経験豊富で高い技能を有した優秀な人材を常に
発掘して、講師として就任して頂いている。
海外研修はシンガポールで実施
【6-24-1】
防災計画を策定し、それに基づいて防火管理者を始めとして防災組織体制を構築している
。また、年2回の避難誘導訓練を実施すると共に、ゲリラ豪雨や竜巻、地震など異常気象に
備えて、学生の危機意識の確立を図って安全確保に努めている。

【6-24-2】
安心安全な教育環境を学生に提供するために、自転車安全講習、薬物乱用防止講習、悪
徳商法被害防止講習、女性犯罪被害防止講習など様々な安全講習を実施している。

【施設・設備等】
学園グループの関連企業のジケイスペース㈱は、学校施設の環境・衛生・点検
・補修・改修を担う企業であり、予算を含めて単年から中・長期的な観点で学校
のサポートを行っている。また同じ㈱ビスタアーツはPC環境メンテナンスにおい
て常に学校と共に整備を行っており、学生の学習環境を支えている。

【学外学習、インターンシップ等】
インターンシップは単なる学習効果だけではなく、社会人としての意識の向上に
つながっており、また学生本人が自身のスキルをプレゼンテーションする場とな
っている。また協力企業においても人材確保の機会として協力をいただいてお
り、毎年インターンシップから多くの内定が生まれている。

【海外研修】
海外研修は全学科対象でEHLシンガポール校での研修を含めたシンガポール
研修を開催。
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令和7年度自己点検自己評価（令和7年4月1日～令和8年3月31日）による

自己評価 評　価

適切に対応・・・4　　　
　　　　　　ほぼ適切に
対応…3　　　　やや不

適切…2
    不適切…1

適切に対応・・・4　　　　　
　　　　ほぼ適切に対応…
3　　　　 やや不適切…2

    不適切…1

学校法人　滋慶学園　福岡ホテル・ウェディング＆製菓調理専門学校　学校関係者評価委員会　会議資料
【令和8年5月27日実施】

特記事項（特徴･特色･特殊な事情等）点検・評価項目 点検・評価項目総括 学校関係者評価委員よりの御意見大項目

学校関係者評価委員氏名　【　　　　　　　　　　　　　】

25-1
高等学校等接続する教育機関に対する情報
提供に取組んでいるか

25-2
学生募集を適切かつ効果的に行っているか

26-1
入学選考基準を明確化し、適切に運用してい
るか

26-2
入学選考に関する実績を把握し、授業改善等
に活用しているか

27-1
経費内容に対応し、学納金を算定しているか

27-2
入学辞退者に対し、授業料等について、適正
な取扱を行っているか

28-1
学校及び法人運営の中長期的な財務基盤は
安定しているか

28-2
学校及び法人運営に係る主要な財務数値に
関する財務分析を行っているか

29-1
教育目標との整合性を図り、単年度予算、中
期計画を策定しているか

29-2
予算及び計画に基づき、適正に執行管理を行
っているか

30-1
私立学校法及び寄附行為に基づき、適切に
監査を実施しているか

31-1
私立学校法に基づく財務公開体制を整備し、
適切に運用しているか

・高校訪問を定期的かつ継続的に行い、地域との信頼関係を築きながら
安定した学生募集を実現している。協会への加盟により、入試運営にお
けるルール遵守と公正性が確保されている点も評価できる。また、入学
選考基準の明確化と適正な学納金設定により、受験生に対する透明性
が高い。授業改善の取り組みや入試時の配慮も行われ、入学後の学習
環境を見据えた受け入れ体制が整っている。これらの取り組みは、信頼
性の高い募集活動と質の高い受け入れにつながっている。

・思ったよりもうまく回っていることが分かり驚いた。
・５年事業計画に基づき、財務基盤の安定化と将来を見据えた運営を着
実に進めている。定期的な財務分析や新学科構想のけんとうにより、戦
略的な投資判断が行われている点が評価できる。予算執行では二重チ
ェック体制と監査により透明性が確保され、財務情報の公開によって説
明責任も果たされている。さらに、3か月ごとの修正と評価を行うことで、
柔軟で精度の高い財務管理が実現しており、健全な学校運営を支える
仕組みとして高く評価できる。

4

【7-25-1】
高等学校等への情報提供窓口として専任の担当者を設けている。また、定期的・
継続的に高校訪問を実施しているほか、各種媒体、入学案内パンフレット、各種ガ
イダンス、オープンキャンパス、ホームページなどを活用して、適宜適切に正しい情
報をの提供に努めている。

【7-25-2】
本校は、福岡県専修学校各種学校協会に加盟し、高等学校と同会の定めたルー
ルに基づいた募集開始時期、募集内容を遵守している。高等学校内での進路ガイ
ダンスや職業理解セミナー、進学サイトやホームページ、オープンキャンパス、プレ
カレッジにてキャリア形成支援と入学前教育を適切かつ効果的に行っている。

【7-26-1】
入学募集要項に入学選考基準を明確化しており、適切に運用している。入学選考
は学力審査ではなく、作文と面接による将来の仕事や目標などを明確にできてい
るか等、目的意識の確認を行っている。

【7-26-2】
入学選考に伴う面接や高等学校調査書において収集した情報・実績を把握・活用
し、授業改善に努めている。

【7-27-1】
授業や実習内容、その他の経費に対応した学納金になっている。

【7-27-2】
入学辞退者の授業料等については、３月３１日までに入学辞退の申し出 
があった場合は、入学金を除き学費等を全て返還している。しかし、４月１日 
以降は、最高裁の判例に基づき、海外研修積立金などの預り金以外は、返金でき
ない。また、このことは、学生募集要項に於いて、「学費一覧」ページに明記してい
る。　　　　　　　　　　

＜入学選考の種類＞
AO入試
高等学校推薦
指定校推薦（指定校のみ実施）
一般入試（専願・併願）
社会人入試

＜入学者選抜における配慮＞
・願書の記載事項、面接での質問等を適正に行うための研修
・障害のある受験者、LGBT等に配慮した選考

【学生募集活動】
・学校認知強化
・Web、ガイダンスからの資料請求者獲得
・進路決定の早期化に対応すべく高校2年生以下へアプローチ
・校内、会場ガイダンス等、志望者との直接的な接触を重点に、
そこからイベント参加者を獲得
・高等学校からの信頼獲得（高校先生説明会、高校＆部活動支援等）

【入学選考】
・進路選択早期化に応じ、本人の意欲を重視するAO入学を実施
・出願者本来の目的意識を引き出すための面接を実施
・遠方からの出願者に向け、各地方選考会を開催
・障害者差別解消法の実践の一つとして、入学予定者の合理的配慮の対応を
滋慶学園本部組織の滋慶トータルサポートセンターと連携して実施している。

【学納金】
・募集要項に卒業までに必要な学納金をすべて明示
・学費サポートプランのツールを用意
・学費ファイナンシャルプランナーを配置し、個々の状況に応じた対応
・修学支援制度を積極的に告知し使用している。

4

4

4

【8-28-1】
毎年5ヵ年の事業計画を作成し、中長期の視点で5ヵ年の収支予算を立
てており、財務基盤は安定している。

【8-28-2】
5ヵ年計画及び単年度事業計画に基づいて、滋慶学園本部、法人本部
、学校がそれぞれの立場から財務分析を行っている。

【8-29-1】
5ヵ年の予算は、中長期を見越した新学科構想、施設・設備構想、人員
構想等を考慮して支出を計画し、将来の学生数等を鑑みながら収入を
予測し、収支計画を作成している。

【8-29-2】
予算の執行管理は計画的に行っている。4期に分け見直しを行ってお
り、予算と執行金額との乖離がある場合は修正予算を組む。

【8-30-1】
学園本部と法人本部の二重チェックの体制となっており、学校の財務
体制 をしっかりと管理し、健全な学校運営ができている。
また収入と支出のバランスは、理事会で毎年確認されている。
さらに、監査は私立学校法上義務付けられている監事監査のほか、公
認 会計士による監査も受けている。

【8-31-1】
私立学校法に基づいて、ホームページで財務情報を公開している。現
在 
は、令和6年度財務情報を記載しているが、決算理事会終了後の７月
中旬を目途に、令和7年度財務情報に更新予定。

当法人の財務情報公開に関しては、下記の通りとなっている。

＜組織体制＞
　１．法人統括責任者
　２．学校統括責任者
　３．学校事務担当者

＜公開資料＞
　１．財産目録
　２．貸借対照表
　３．収支計算書
　４．事業報告書
　５．監査報告書

＜閲覧場所＞
　法人本部
予算を正確かつ実現可能にするために以下のような取り組みを行っている。

①単年度の予算を綿密に作成している。
予算は、事業計画の時点で、各部署ごとの予算から、予算項目別に細かく分類
し、執行に関しても全て事前に、事務局長承認と常務理事承認が必要で、金額
によっては、本部承認を得る流れとなっている。また消化金額は毎月の学内チ
ェックと、サポート企業による3ヶ月ごとの修正と評価を受ける。

②中長期（5ヶ年）での予算計画も組まれており、特に設備造作における改装や
改築などの大掛かりな支出が想定されるものは長期で計画を行っている。　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　

また、私立学校法上義務付けられている「監事による監査」を受けているが、そ
れに加えて、補助金対象ではない当学校において「公認会計士による監査」も
受けている。これによって適正な計算書類の作成とその信頼性の確保に努力し
ている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　

「財務情報の公開」については、規程と「情報公開マニュアル」に則して、情報公
開に対処している点が特徴として挙げることができる。
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令和7年度自己点検自己評価（令和7年4月1日～令和8年3月31日）による

自己評価 評　価

適切に対応・・・4　　　
　　　　　　ほぼ適切に
対応…3　　　　やや不

適切…2
    不適切…1

適切に対応・・・4　　　　　
　　　　ほぼ適切に対応…
3　　　　 やや不適切…2

    不適切…1

学校法人　滋慶学園　福岡ホテル・ウェディング＆製菓調理専門学校　学校関係者評価委員会　会議資料
【令和8年5月27日実施】

特記事項（特徴･特色･特殊な事情等）点検・評価項目 点検・評価項目総括 学校関係者評価委員よりの御意見大項目

学校関係者評価委員氏名　【　　　　　　　　　　　　　】

32-1
法令や専修学校設置基準等を遵守し、適正な
学校運営を行っているか

33-1
学校が保有する個人情報保護に関する対策
を実施しているか

34-1
自己評価の実施体制を整備し、評価を行って
いるか

34-2
自己評価結果を公表しているか

34-3
学校関係者評価の実施体制を整備し評価を
行っているか

34-4
学校関係者評価結果を公表しているか

35-1
教育情報に関する情報公開を積極的に行っ
ているか

36-1
学校の教育資源を活用した社会貢献・地域貢
献を行っているか

36-2
国際交流に取組んでいるか 

37-1
学生のボランティア活動を奨励し、具体的な活
動支援を行っているか

・食を対象とした社会貢献は、なかなか困難かもしれないが、地域住民
が喜ぶものを積極的に考えてほしい。（別の場所でもできないか）
・福岡はライトアップウォーク、灯明ウォッチング等イベントが多彩で、開
催は、運営本部と学生ボランティアの連携が比較的取りやすい為、ある
程度業務を任せ将来の実務へ活かせてほしい。
・子ども食堂は良い取り組みだと感じる。継続していってほしい。
・色々なアイデアがあり素晴らしいと思う。一緒にプロジェクトができ感謝
している。
・地域社会と国際社会の双方に貢献する取り組みを継続的に実施して
いる。年2回の子ども食堂の運営や中学生への体験入学は、地域とのつ
ながりを深め、教育機関としての社会的責任を果たしている点で評価で
きる。また、シンガポールでの海外研修やオーストラリアでの語学留学、
各種ボランティア活動、寿司パーティーやパン製造指導といった実践的
な交流活動は、学生の国際理解と社会性を育む機会となっている。これ
らの取り組みは、地域貢献と国際教育を両立された貴校の特色を示して
おり、教育機関としての社会性を高めている。

・コンプライアンスよりも現在大切なことは、モラルとリテラシーだと思うが
その指導・教育は行われているか。
・コンプライアンス委員会を中心に法令遵守体制を整備し、個人情報の
管理・保護を適切に行っている。自己評価の実施や学校関係者評価委
員会の開催にいより、内部・外部双方の視点から継続的点検が行われ
ている点が評価できる。また、ホームページでの情報公表や随時の情報
公開により、透明性の高い運営が実現している。これらの取り組みは、
法令遵守と説明責任を果たすための仕組みとして有効に機能している。
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【10-36-1】
地域の子供会を対象とした子ども食堂を運営
中学生を対象とした体験入学

【10-36-2】
海外研修シンガポール研修において現地の学生との交流実施
語学留学として、6カ月のオーストラリアTAFFへの留学実施。

【10-37-1】
博多区のライトアップウォークイベントのボランティアや
学校周辺の公園の清掃活動や博多食文化の会による児童施設の子
供対象イベントにおけるボランティア活動などを毎年行っております。

子ども食堂の取り組みは年２回開催している。

連携教育の一環で取り組む「企業プロジェクト」は毎年、企業からの
制作依頼で取り組んでおり、一つの社会貢献・地域貢献となってい
る。

2025年度実績
ホテル日航福岡　ハロウィンデザート考案
桜のキャトルスイーツ考案
DMM水族館のスイーツプレート考案
由布院のカフェのスイーツ考案
鹿児島県の豚を使用した商品開発
ホテル日航福岡SNS戦略の提案
ライブリー福岡婚礼新プランの提案
新宮のカフェでのランチイベントの開催

イングリッシュカフェという全て英語で話す寿司パーティーを行い調
理の学生が寿司を握り外国人と一緒に英語でコミュニケーションを
取るイベントをお開催

地元の博多高等学園におけるパン製造の指導
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【9-32-１】
法令遵守については、滋慶学園グループ全体の方針として掲げ、各校の教
職員全員でその方針を理解し、実行に努めている。法人理事会のもとに、コ
ンプライアンス委員会で学校運営が適切かどうかを判断し、また学校運営
が適切かどうかは各組織体制でチェックできるようにしている。

【9-33-1】
学校が保有する個人情報（資料請求者、在校生、卒業生、教職員、講師、
実習先など）は個人情報保護法に基づいて、厳格に管理・保護されている。

【9-34-1】
自己評価は毎年中間評価と年度末の自己評価を実施する体制を整備し、
評価を行っている。

【9-34-2】
自己評価結果は毎年ホームページにて公表している。

【9-34-3】
年に1回学校関係者評価委員会を開催し、評価・ご意見をいただいている。

【9-34-4】
学校関係者評価結果は毎年ホームページにて公表している。
（本校HP情報公開　学校関係者評価委員会）

【9-35-1】
教育に関する情報公開はホームページやパンフレット、SNSや学校新聞な
どに随時掲載している。

法令や専修学校設置基準の遵守に対する方針は、文章化し、法令や設置基準
の遵守に対応する体制作りを整備している。
＜法令順守に係る組織体制・システム＞ 　 
◎組織体制 　　　
①財務情報公開体制（学校法人） 　　　
②個人情報管理体制（滋慶学園グループ） 　　　
③広告倫理委員会（滋慶学園グループ） 　　　
④進路変更委員会（滋慶学園グループ） 
　 
◎システム（管理システム） 　　　
①個人情報管理システム（滋慶学園グループ） 　　　
②建物安全管理システム（滋慶学園グループ） 　　　
③防災管理システム（滋慶学園グループ） 　　　
④部品購入棚卸システム（滋慶学園グループ 　　  
⑤コンピュータ管理システム(COMグループ）

教職員へは、法令や設置基準の遵守に関する教育または研修を実施し、周知
徹底を図っており、今後も継続して行う。

本校は、一般社団法人 
日本プライバシー認証機構「TRUST－e」の国際規定の認証を受けている。　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　また、職
業実践専門課程の規定ならびに滋慶学園の情報公開規定に則り、公開してい
き、情報公開の方法は、ホームページへの掲載を通じて広く社会に公開できて
いる。保護の観点から個人情報保護委員会を設置し、対策をとっている。教職
員には教育と研修を通じて周知徹底できている。学内のネットワークに関しては
、情報の漏洩が生じないよう、アクセス権の設定やグループ内サポート企業の
みでの使用措置をとってる。

法令や設置基準の遵守に対する方針は明文化し、法令や設置基準の遵守に対
応する体制作りは完全に整備できており、さらに、学校評価に関しては、「職業
実践専門課程」の認定に際し、学校関係者評価委員会の設置がなされており、
適切に評価を受け、また適切に情報公開もなされている。
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